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学校番号 3011 

令和５年度 数学科 

 

教科 数学科 科目 数学Ⅰ 単位数 ３単位 年次 工学系１年 

使用教科書 「数学Ⅰ Advanced」（東京書籍） 

副教材等 Advanced Buddy PRIME数学Ⅰ＋Ａ､NEW ACTION FRONTIER数学Ⅰ＋Ａ（東京書籍） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

数学Ⅰでは､中学数学で学んだことを土台にして､新たな概念や考え方を学習する。よって､授

業があった日は必ず少しの時間でも良いので復習を行い､知識の定着を図ることが肝要である。 

日々の積み重ねを大切にしてください。 

 

２ 学習の到達目標 

・数と式，図形と計量，2 次関数及びデータの分析についての基本的な概念や原理等を体系的に理解

するとともに，事象を数学化したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。 

・数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したりする力，図形の性質や計量について論理的

に考察し表現する力，事象を的確に表現してその特徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察す

る力，データの散らばりや変量間の関係などに着目し，適切な手法を選択して分析を行い，解決の

過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養う。 

・数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう

とする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や

創造性の基礎を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

• 数と式，図形と計量，2 次

関数およびデータの分析

についての基本的な概念

や原理・法則を体系的に理

解している。 

• 事象を数学化したり，数学

的に解釈したり，数学的に

表現・処理したりする技能

を身に付けている。 

• 命題の条件や結論に着目し，

数や式を多面的に見たり目

的に応じて適切に変形した

りすることができる。 

• 図形の構成要素間の関係に

着目し，図形の性質や計量に

ついて論理的に考察し表現

することができる。 

• 関数関係に着目し，事象を的

確に表現してその特徴を表，

式，グラフを相互に関連付け

て考察することができる。 

• 社会の事象などから設定し

た問題について，データの散

らばりや変量間の関係など

に着目し，適切な手法を選択

して分析を行い，問題を解決

したり，解決の過程や結果を

批判的に考察し判断したり

することができる。 

• 数学のよさを認識し数学を

活用しようとしている。 

• 粘り強く考え数学的論拠に

基づいて判断しようとして

いる。 

• 問題解決の過程を振り返っ

て考察を深めたり，評価・改

善したりしようとしている。 
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上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

 

数
と
式 

１節 式の計算 

２節 実数 

３節 １次不等式 

a: 2 次の乗法公式及び因数分解の

公式をより深く理解する。 

b:分母に根号を含む基本的な分数

の四則計算をすることができ

る。 

c:中学校で学んだ等式の性質と関

連付けながら，不等式の性質を

考えようとしている。 

確認テスト 

定期テスト 

確認テスト 

定期テスト 

ワークシート 

観察等 

集
合
と
論
証 

１節 集合 

２節 命題と論証 

a:集合に関する基本的な概念を理

解し，集合と要素の関係や集合

同士の関係について記号や図を

用いて適切に表現することがで

きる。 

b:命題の真偽や条件どうしの関係

を，条件が満たすもの全体の集

合の包含関係と関連付けて考え

ることができる。 

c:命題の真偽や条件どうしの関係

を，条件が満たすもの全体の集

合の包含関係と関連付けて考え

ようとしている。 

確認テスト 

定期テスト 

確認テスト 

定期テスト 

ワークシート 

観察等 

２
学
期 

２
次
関
数 

１節 関数とそのグ

ラフ 

２節 ２次方程式・２

次不等式 

a: 2 次関数のグラフについて，軸

や頂点などの特徴を理解し，実

際にグラフをかくことができ

る。 

b: 定義域や式に文字を含む場合

に，2 次関数の最大値・最小値が

どのように変化するかを適切に

判断することができる。 

c: 𝑦 = 𝑎𝑥2 のグラフをもとに，2

次関数  𝑦 = 𝑎𝑥2 + 𝑞, 𝑦 = 𝑎(𝑥 −

𝑝)2, 𝑦 = 𝑎(𝑥 − 𝑝)2 + 𝑞, 𝑦 =
𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐 のグラフをかく方

法を考えようとしている。 

確認テスト 

定期テスト 

確認テスト 

定期テスト 

ワークシート 

観察等 
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図
形
と
計
量 

１節 鋭角の三角比 

２節 三角比の拡張 

３節  三角形への応

用 

a: 三角比を鈍角まで拡張する意

義を理解し, 0°から 180°までの

三角比を求める方法を理解して

いる。 

b: 三角形の辺と角，外接円の半径

の間に成り立つ関係として，正

弦定理を導くことができる。ま

た、三角形の辺と角の間に成り

立つ関係として，余弦定理を導

くことができる。 

c: 日常の事象や社会の事象など

に三角比を活用しようとしてい

る。 

確認テスト 

定期テスト 

確認テスト 

定期テスト 

ワークシート 

観察等 

３
学
期 

デ
ー
タ
の
分
析 

１節 データの散らば

りの大きさ 

２節 データの相関 

３節 データの分析の

応用 

４節  仮説検定の考

え方 

a: データの散らばり具合を数値

化する方法として偏差，分散，標

準偏差を理解し，それらの値を

求めることができる。 

b: 目的に応じて複数のデータを

収集し，適切な統計量やグラフ

や手法を選択して分析を行い，

データの傾向を把握して問題解

決に利用することができる。 

c: 不確実な事象の起こりやすさ

に着目し，主張の妥当性につい

て，実験を通して判断したり，批

判的に考察したりしようとして

いる。 

確認テスト 

定期テスト 

確認テスト 

定期テスト 

ワークシート 

観察等 

 

 a: 

b: 

c: 

 

   

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


